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ニーズ調査項目一覧

市実施案 調査項目 国調査票
需要量見

込み
設問１．家族の状況

1 問1 居住地区 問1 ○
2 問2 子どもの生年月 問2 ○
3 問3 兄弟・末子の生年月 問3 ○
4 問4 回答者 問4 ○
5 問5 配偶者の有無 問5 ○
6 問6 子育てを主に行っている者 問6 ○

設問２．保護者の就労状況
7 問7 父親、母親の就労形態 問12⑴⑵ ○
8 問7-1 　　就労日数、就労時間、家を出る時間、帰宅時間 問12⑴⑵-1,2 ○
9 問7-2 　　出産前後の離職の有無 ○
10 問7-3 　　就労継続した可能性 ○
11 問8 父親、母親のフルタイムへの転換希望 問13⑴⑵ ○
12 問9 父親、母親の就労希望 問14⑴⑵ ○

設問３．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況
13 問10 定期的に利用している事業、利用頻度、希望頻度 問15-1， -2⑴⑵ ○
14 問10-1 　　利用していない理由 問15-5 ○
15 問11 定期的な利用を希望する事業 問16 ○
16 問11‐1 　　選択する際、重視した点 ○

設問４．土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望
17 問12 土曜日、日曜日、祝日の利用希望・時間帯 問20⑴⑵ ○
18 問13 幼稚園利用者で、夏休み・冬休みなどの利用希望・時間帯 問21 ○

設問５．地域の子育て支援事業の利用状況
19 問14 子育て支援センターの利用状況 問17
20 問15 子育て支援センターの利用希望 問18
21 問16 事業の周知度・利用状況・利用希望 問19

設問６．病気の際の対応
22 問17 病気やケガで利用できなかった場合の対処方法、日数 問22,　-1
23 問17-1 　　病児・病後児保育、ファミリーサポートセンターの利用希望 問22-2 

設問７．不定期の利用
24 問18 不定期で利用している利用している事業、頻度 問23 
25 問19 不定期に利用する必要がある事業、頻度 問24 
26 問20 泊りがけで家族以外にみてもらうことがあったか 問25

設問８．小学校就学後の放課後の過ごし方（5歳以上のみ回答）
27 問21 小学校低学年（１～３年生）時の希望する放課後の居場所、頻度 問26 
28 問22 小学校高学年（４～６年生）時の希望する放課後の居場所、頻度 問27 
29 問23 土曜日、日曜日・祝日、長期休業中の放課後児童クラブの利用希望、時間帯 問28⑴⑵,問29

設問９．職場の両立支援制度
30 問24 父母の育児休業取得の有無、理由 問30 
31 問24-1 　　育児休業給付、保険料免除の周知度 問30-1 
32 問24-2 　　育児休業後の職場復帰 問30-2 ○
33 問24-3 　　育児休業後の職場復帰と保育所入所のタイミング 問30-3 ○
34 問24-4 　　育児休業取得期間の希望と実際、その理由 問30-4, -6⑴⑵ ○
35 問25-5 　　育児休業が３歳まで取得できた場合の取得希望 問30-5 ○
36 問25-6 　　短時間勤務制度の利用の有無 問30-7 
37 問25-7 　　短時間勤務制度を利用しなかった理由 問30-8 

設問１０．子どもの発達
38 問25 発達について心配の有無
39 問25-1 　　悩みや心配の内容
40 問26 　　悩みや心配なことの相談先
41 問27 　　必要と思うこと

設問１１．子育てに関する満足度と重要度
42 問28 父親・母親への学習の場や保健師の訪問・相談など、妊娠中からの支援への取り
43 問29 早寝早起きや望ましい食生活の定着など、乳幼児期からの健康づくり支援への取
44 問30 悩んだり困ったりした時に相談できる場所や機会の提供への取り組み
45 問31 学習機会の提供への取り組み
46 問32 性別による役割分担意識の解消など、男女共同参画の推進への取り組み
47 問33 男女が協力して家庭を築くことや子どもを生み育てることの意義を啓発する取り組

48 問34
男女ともに、仕事と家庭・地域活動とのバランスがとれるような働き方への意識転
換の取り組み

49 問35 子どもが安心して過ごせる居場所や遊び場が身近にあることについて

50 問36
教室・体育館の開放や地域の人材による学習会開催など、学校と地域が連携した
取り組みの充実

51 問37 教育・保育環境の充実など子育て支援に関するご意見＜自由意見＞ 問32 ○
↑

網掛けは必須項目


